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は検出されなかった。抗体検査ではAKAV genogroup I 
に対する中和抗体価は，母牛血清で256倍，胎子胸水は












































































Enterococcus cecorumが4.3x 103cfu/ml, 糞便から
Enterococcus cecorumが2.9X 10陀fu/ml,E. cofjが3.6




牛は 64倍だった。血液検査成績は GGT(64IU/L). BUN 















































血液および生化学的検査： WBC 91,000/μI, RBC 422 
x 104/μI, Ht 12.6%, Hb 7.4g/dlであり ，T-bil,AST, 
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病歴 ：豚， LWD, 110 B齢。2013年5月13日から
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図10:豚のActinobac1lluspleuropneumoniae 15型によ
る線維素性出血性壊死性胸膜肺炎
A: 肺胞腔内に重度の出血，漿液や線維素の析出および
好中球やマクロファージが重度に浸潤して燕麦様細胞が
認められる。また，動脈のフィブリノイド変性や一部肺
胞中隔に壊死がみられる。H&E染色。B:抗 Appl5型ウ
サギ免疫血清を用いた免疫組織化学的染色により，肺胞
腔内の燕麦様細胞周囲を中心に多数の陽性反応が認めら
れる。ポリマー法。
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図12:牛の小脳における Mycoplasmabovisによる多発
性膿瘍化膿性髄膜炎
A: 壊死部 （図左下）の変性した好中球や細胞退廃物
を中心として，周囲にマクロファージやリンパ球の浸
潤線維芽細胞の増殖が認められる。H&E染色。B:抗
Mycoplasma bovisウサギ免疫血清を用いた免疫組織化
学的染色により，小脳壊死部辺縁の細胞退廃物周囲に陽
性反応が確認される。ポリマー法。
